
〈小学校算数部会〉

研究主題

補 充的な学習 と発展的な学習の指導に関す る研究 開発

一少人数 学習集団 による指導 を中心に して一

研究の概要

算数 の学習 において、子 どもが学習指導要領 に示す内容 を確実 に身 に付 けるためには、そ

れぞれ の学習状況に応 じたきめ細 かな指導 を行 うこ とが大 切である.

本部会は、この ことを踏ま え、学習の 目標 の実現状況 について、 これを実現 できた と判断

される子 どものための発展的な学習 と、実現 していない と判断 され る子 どものための補充的

な学習について、その教材を開発 した。

教材 の開発に当たっては、教材のね らい と学習する対象者等 を明確 に し、 これ らを効果的

な少 人数学習集 団に よる指導の展 開に位 置付 け、実践研究 を通 して、教材 の価値やその指導

の望ま しい在 り方 について追究 した。

1研 究 の 目 的 ・方 法 ・内 容

1補 充 的な学 習 と発展 的 な学習 の指導 の工夫

学習の過程や 単元 の終了時において、子 どもたちの学習の実現状況 には個 人差が生 じる。 そ

こで、基礎 ・基本 の確 実な定着 にっいて努力 を要す ると判断 され る子 どもにっいては、これ を、

おおむね満足 できる と判断 され る状況になるよ うに、補 充的な学習 を行 う指 導の工夫 が求 め ら

れ る。また、基礎 ・基本を身 に付 けてい る子 どもについては、 よ り進 んだ内容等の発展的 な学

習を行 う指導の工夫が求め られ る。

そ の際大切なのは、単に練習 問題 を こな してい くとい うよ うな学習ではな く、子 ども自らが

既習の内容 を次の学習に生か してい くとい う学習を基本 として、確 かな知識や技能 、 自ら考 え

るカや表現力 な どの育成 を図ることである。

この よ うな考 えに立ち、算数部会では、補充的な学習 と発展的な学習の指導 にっいて、「第6

学年 分数 のかけ算」及び 「第4学 年 三角形」 の単元 における教材 を開発 した。

「第6学 年 分数 のかけ算」では、計算の意味 と計算 の仕 方についての学習状況 に応 じて少

人数 学習集団を編成 し、学習速度 の違 う3つ のコース を単 元の始 めか ら設定 した。そ して学習

速度の速い コースの終末 に、計算 の意味や計算の仕方につ いての見方 を深め るための発展 的な

学習を位 置付 けた.

「第4学 年 三角形」では、三角形の概念 についての学習状況 に応 じた補 充的な学習 と発展

的な学習、及 び、作図の技能 にっいての学習状況 に応 じた補充的な学習 と発展的な学習を、単

元 の終末に位概付 けた.こ の単元 にお ける補充的 な学習 と発展的な学習の教材 はいずれ も同一

であ り、実現状況が異なる 子どもたちが共に学習す る中で、それぞれ に応 じた学習 となる よう

工夫 した ことが特徴である。 三角形 の概念 にっいての補充的な学習 と発展的な学習は2コ ース

設定 し、 子どもの興味 ・関心 によ り、いずれか1コ ー スを選択 させ た。 作図の技能 にっいての

補充的な学習 と発 展的な学習は/コ ー ス設定 し、 どの子 どもに も選択 させ るよ うに した。
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2少 人 数学 習集団 に よる指導 の充実

子 どもには、学習速 度や学び方、学習意欲や学習態度 、興 味 ・関心や ものの感 じ方な どにお

いて個人差が ある。 そ こで、 この ような個人差に着 目した学習集団を編成す ることによって、

それ ぞれ の学習集 団に対 して、 よ り効 果的 な個に応 じた指導が可能 となる。

これ らは、「学 習内容の実現状況 の違いに よる習熟度別 コース」や 「興味 ・関心別 コース」、

「学習速度別 コー ス」 な どと類型化 され る。一方、様 々な考 え方や見 方に触れ させたい とい う

ことで、学習集 団を 「均等分割」す ることもあ る。 また、単元の始 めか らコース別 の学習 を設

定す る場合 もあれ ば、単元 の途中か ら設定す る場合 もある。

どの ような類型 による指導が望ま しいかは、一律 に決 めるよ りも、学級全休 をTTで 行 う揚

合 も含 め、児童の実態や学習 内容 等に応 じて判断 してい くこ とが大切 である。 また、学年 の発

達段 階を考慮す ることも必要 とな ろう。

いずれ の少人数 学習集 団による指導において も、教師が用意 した教材 に次々 と取 り組 ませ る

よ うな学習 に終始 させ るのではな く、各少人数学習集 団の特性 を生か して、 どの子 どもも 自分

な りに考 え、間題解決 できるよ うに し、それを基 に相互に学び合 うとい う、集 団の よさを生か

した学習ができるよ うにす ることが大 切であ る。

本部会で は、 「数 と計算」単元 にお ける内容 は、 きわめて系統的に積 み上げ られてい るので、

単元全体 を習熟度別 の少人数 学習集 団によって指導す ることに大きな効果が期待 できる と考 え

た。そ こで、「第6学 年 分数 のかけ算」では、学習速度の違 いを設 けた習熟度別 コ・一スを単

元の始 めか ら設定 した。

また 、「図形」単元については、作業的な活動を多 くし、様々な図形の見方に触れ させたい と

考 える。そ こで、「第4学 年 三角形 」で は、概念 形成の場 面につい ては 、様 々な見方や考え方

に触れ させたい と考 え、学級 一斉授業TTで 行った。 作図につ いては学級 を単純均等分割 し、

少人数の集 団に して技能面の習熟 がよ りきめ細か に図れる ように した。 さらに、単元終末に補

充的 ・発 展的な学習 を位 置付 け、児童が興味 ・関心に よって課題 を選択す る少人数 学習集 団を

編成 し、指導を行 った。

皿 指 導 事 例

く事例1>

1単 元名 第6学 年 分数 のか け算(2)(分 数X分 数)

2単 元の 目標 分数 の乗法の意味にっ いて理解 し、それ らを適切 に用 いることができる。

また、分数の乗法の計算 の仕方を考え、そ の計算 をす るこ とができ る.

3単 元の評価規準

関 心 ・意欲 ・態 度 数学的な考え方 表現 ・処理 知識 ・理解

分数 の乗法の計算 の仕方

を進 んで考 えよ うとす

る。

分数 の乗法 の計算の仕

方 を考えるこ とができ

る。

分数 の乗 法の計算がで

き、それ を川 いるこ とが

で きる。

分数 の乗法 の意味や

計算 の仕方 が分か

る.

4本 単 元における補 充的な学習 と発展的な学習

(1)発 展的 な学習の学習課題(真 分数)x(帯 分数)の 計算の仕 方を考 える。

※補充的な学習 にっいては特定の時 問を設 定 して行 うこ とはせず、個に応 じて適宜行 う。

(2)ね らい と対象児童
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① ね らい

・題意 を適切 にとらえて(真 分数)×(帯 分数)の 立式ができる。

・(真 分数)x(帯 分数)を 工夫 して計算 し、」十算 に対 しての見方 を広げ る.

② 対象児童

本単元 の直前に学習 した、(分 数)÷(整 数)の 理解や習熟の程度 に応 じた少人数 学習集団

を編成 し、単元全体 を通 して、学習の速度 に違いを持 たせ た3コ ー スを設 定 した。編成 に当た

っては、事前 に教師が作成 した コース選択 のためのテ ス トを実施 し、児童 はその結果 をふま え

て教師の助言 を得 なが ら、次の3っ の コースか ら 自分 に合 った コー スを選択 した。

コー ス 名 学習集 団の対象 と して想 定され る児童

ぱ っ ち りコー ス 計算の意味やその仕方について十分に理解 し、自分のカで学習す ることがで きる児童

しっか りコー ス 計算の意味やその仕方について理解 し、自分の力で概ね学習することができる児童

じっ く り コー ス 計算の意味やその仕方の理解 において個別に支援 を必要とする児童

本事例では、 「ぱっち りコー ス」 を選択 した児童が発展 的な学習 の対象児童 となる.

(3)コ ース選 択のた めのテス ト

本単元の指 導の重点 と捉えた 「演算決定」 と 「計算の仕方」 にっいて、その定着 を確認す る

ために以下の よ うな問題 を作成 し、事前に コース選択のためのテス トとして実施 した。

〈コース選択 のためのテ ス ト〉

曲 で板 を4/5㎡ ぬる ことのできるペンキがあ ります。このペ ンキ ユdlでは板 を何 ㎡

ぬるこ とができます か.

(D上 の問題 を式に表 しま しょう。

(2)な ぜ(Dの ような式 になるので しょ うか。そ の理由を書 きま しょ う。

(3)計 算 をして答 えを出 しま しょう。 また、なぜ その答 えになるの か図や式、言葉 、数直線

な どを使 って分か りやす く説 明 しま しょう。

5指 導の実際

(1)発 展的な学習 の指導計画への位 置付け

毛口

1

2

3

4

主 な 学 習 活 動

じ っ く リコ ー ス し っ か りコ ー ス

(分数)x(分 数)を 立式し、分数をかける意味や計算の仕方を考える。

・乗数 が 単位 分数 の場面 か ら順 に、 ス

モール ステ ップで 考 え させ る。

・乗数が真分数の場面で考えさせ

る。
・演算決定を重視す る。
・多様な考えを生かす。

(分数)x(分 数)の 計算の仕方を一般化する。

・分数のかけ算の仕方について一般化す る。

〔分数)×(分 数)の 計算の途中で約分する。

・演算決定や答えの見通 しを丁寧に扱

う。
・補充的な学習は佃に応 じて行 う。

・問題文に出て くる数値の順 と、

立式の数値 の順 が入れ替 わる

ように出題する。
・補 充的 な学 習は個 に応 じて行

う。

ば っ ち リコー ス

(分数)×(分 数)を 立式 し、分

数 を かけ る意 味や 計 算 の仕 方 を

考 え る。

(分 数)(分 数)の 計 算 の 仕

方 を一般 化 す る。

(分数〉×(分 数)の 計算

の途中で約分をする。

発展的な学習

(分数)×(帯 分数)を 立式

し、計算の仕方を考える。

つ

荊腕 的な単凝 }よ鱒 、町 しで打
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(2)指 導上の留意点

① 演算決定を貢視す る,,

数値が帯分数の場合 も、白ら数直線や 言葉の式 などを用いて問題場 面がかけ算であることを判断

し、説明す るようにさせ る。

② 多様な計算の仕方 を考えさせ る.

自力解決 の段階で、一つの計算式に対 して、様 々な計算の仕方を考え させ、数感覚や計算のきま

りを活用 した考 え方のよさに気付かせる.

③ 児童の考え方 を生かす.

集団で検討す る段階で、自分が考えた計算の仕方を発表させた り、友達の考 えを説明 させた りす

ることを通 して、児竜が用いた考え方をま とめる。

(3)本 時の展開

P35に 掲載

6考 察

(])児 童の活動の様子

前単元までに身 に付けた基礎 ・甚本の理解や習熟の程度

に応 じて少人数学習集団を編成 した ことにより、児童 自身

が 目標 を持 って学習す る姿が見 られた.

学習の理解度が高 く、学習速度の速い 「ばっち リコース」

では、計算の仕方 について多様 な見方ができることを重点

にした発展的な学習を1時 問行った。

帯分数 を仮分数に して解決する方法だけでな く、帯分数

を整数 と真分数に分解 し、分配法則を使 って解決す る方法

が出た。また、帯分数をひき算の形に分解 した児童もお り、

周 囲か ら驚きの声が上がった。

児童の解決方法

■ 。3⊥ _一 生 。 」旦
4545

÷ ・・÷ 一÷ ・〔・+÷〕

÷ ・・÷ 一 ÷ ・〔・一÷〕

学習の深ま りや広が りを実感 し、計算 に対す る見方が変 わってきた と学習感想にま とめている児

童 もいた。後の単元 「分数 のわ り算」で、本時で学んだ考え方を活用する児 童も多かった。

〈児童の学習感想 〉

二の魏 で理由姥 え,知る:t6、1馳で さ

て、こて馳 齢 な訊 函 規 ろ 瀞 。

兎 。分数hも 糠 一つと.て屯,モ=小 ら6x

亮 を使,て 人 きい分数 に1試b)右 な

ご、知弥 ゐL騨 リ古 る、洞 通tl毛 生 まれ

τくる二し凸秘 嵐 お ど3き む状 。騒 し

・Lの 連 紬 徹 とtも 鏑 ヒ犠おこ乙ぷ'馬

良飢 た。

ノ気の学asZ7・毛、常に理thknL・j累ec,t

い きナ=い,

苫ナ算で1し1、なで、c・・うしτ モσ】ようK」 なh

の揖 ということを 改 めて 考ゐら嘱 た り、

数 査線 を 挟7て み灼 、大切な ことを 伊 っ

{り と考%らit1よ 力㍉ 此屑 。

仙 工鴻 ういう傭 鶏 ㌍ 肌 て.5亀

網 こヒ施 こ卿3の 学 習1`・勧 嗜 のだヤ

と蜘,し ま した 。

解 胎 悶 題 誌 、ま嵐 砺 帳 瑞 獅

・rtnpあ るル飾 めと感 じずしん
。

② 児竜の学習状況 と少人数学習集 団による指導の工夫について

本単元では、単元の始めに児童が 自ら学習 コースを選択す るためのテス トを実施 した。身に付 け

させたいカを明確 にし、演算決定の珊 由や計算の仕方に重点化 して問 うテス トに した.

これが、児童にとっても教師にとっても、その後の学習の指針 とな り、結果、演算決定や計算の

仕方について確かな定着を図ることにっながった と考える.

演算決定と計算の仕方 を考える学習の時間を増や した コースの、ほ とんどの児童は、 じっくり学

習す ることによ り、その定着を図ることができた,ま た、学習速度 の速 いコースのほとん どの児童

は、本 単元のねらいを達成 した。学習速度が速い分で生 じた時間の発展的な学習の ユ時間において、

数 の見方を広げ、計算のきま りを活用 して、自ら考える楽 しさや活用 していく態度を、一層身に付

けることができた と考える。
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(3)本 円寺の展 開

主な発問と学習活動

1.課 題 を把握 する

ヨ了mの 鉄 の棒 が あ り ます
。 この棒 の1mの 重 さは

}kgで す。 棒 全 体 の重 さは何kgで す か、

3113
c万x3写c3gxi

Tど ち らの 式 が正 しい です か?
31

C数 直線 を使 って 考える と 万x:3に なる。

・ 島 一一 一 一 一 → □(kg)一

2
-×3-=一 × 一==一=2一

に して 求 め た 。45454×555

C分 配 法 則 を使 っ て 求 め た 。

313133193453482

EX33==li×(3+i)=1×3+E×9=耳+葡=葡+葡 二bO-29

Cか け る 数 を整i数 に した 。

3131633xl6122
-・×3-==一 一×(一 ×5)÷5=-xl6÷5==一=2-

454544×555

3.集 団検討 をす る

C分 数 を小数 に して計算す るや り方 もあ ります、
ユ 　

Cヤ を3と5に 分 けたや り方 は計算 のきま

りを使 う.

c計 算のきまりを使って求めた棚 ま 静 ÷

の 式で もで き る。

4.ま とめ をす る

T学 習感 想 を書 き ま し ょ う。

C計 算 の き ま りを使 って求 め た もの は 、 たす 方 法

は 思 い つ い た け ど、 ひ く方 法 は 思 い つ か な か っ

た、 ひ く方 法 が あ るな んて び っ く り した.
ヨ 　

Cズ3了 は 、数 の 見方 や 計 算 の き ま りを変 え る

こ とで 、い ろ い ろな考 えが 出て くる と分 か った。

〔}1-一 一 一 一 一 → ・;(m)

31

C言 葉 の 式 で 考 え る とTX3了 の式 が正 しい。

(]mの 重 さ)×(長 さ)ニ(全 体 の重 さ)

2.自 力 解 決 をす る

T2、3⊥ の 工夫 した 計算 の仕 方 を考 え ま しょ う。
45

C帯 分 数 を仮 分 数313163x1612

留意 点 ・◇評価

根拠を もって演算決定をす る

ことを重視する。

∠ 一一一/'

・演 算 決定 をす る際 は 、数 直線 、 言

葉 の 式、簡 単 な数 へ の 置 き換 え等 、

今 ま で学 習 した 方 法 を使 うよ うに

促 す。

◇数 直線や言葉の式等を用い、正 し

く演算決定がで きる。

・白力 解 決 の前 に、答 えの 見積 も り

を させ る.

匪 縦 え方で自力鰍 せる・

・1つ の方法 だ け で はな く、別 の方

法 も考 え させ る。

◇既習 内容 を生か し、工夫 して(真

分数)×(帯 分数)の 計算の仕方

を考 えるこ とがで きる。

襟饗灘 こう到一一'2ニ

ー一一一t'"'rt-'t-"幽 一一一

・1計 算 の 仕 方 を 発 表 し 合 っ た り
、 友

達 の 考 え を 説 明 し た り す る 。

・学 習感想 を 書 く.

◇(真 分数)×(帯 分数)の 計算の

仕方 に関心を持ってい る。
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第4学 年 三角 形(二 等辺 三角 形 と正 三角 形)
二等 辺三 角形 や 正三角形 を構成 した り敷 き詰 めた りす る活動 を通 して

それ らの概 念や 性質 を理解 し、 図形 にっい ての見方 を深 め る。

関 心 ・意 欲 ・態 度 数学的な考え方 表現 ・処理 知識 ・理解

二等 辺 三 角 形 やIE 辺 の 長 さや 角 の 大 き 定義や性質に基づい 二等 辺 三 角 形 や 正 三
三角形の性質を進 さ に 着 目 し て 、 二 等 て二 等辺 三角 形や 正 角形の定義や性質 を
ん で 調 べ よ う とす 辺 三 角 形 や 」E三角 形 三角形を正確に作図 理 解 して い る.
る 。 の 性 質 を見 い 出 して す る こ と が で き る.

い る 。

コ ー ス1 コ ー一 ス2 コ ー ス3

学習課題 形 も大 き さも同 じ三角形
をか こ う。

折 り紙 を使 って 二 等 辺 三
角 形 を作 ろ う.

円周上 の点 を結 んで 二等
辺 三角形 を作 ろ う。

ね

ら

い

補 充 的
な学習

辺 の長 さや 角 の大 き さを

測 って 三角 形 の作 図 にっ
いての 習熟 を図 る。

二等 辺 三角 形 の 定 義 や 性

質 の理 解 を確 か な もの に
す る。

二 等辺三 角形 の定義や性

質 の理解 を確 か な ものに
す る。

発 展 的
な学習

作 図 の手順 を考 える こ と
を通 して合 同条 件 に気 付
く,

二等 辺 三角 形 の概 念 を 広

げ 、 図形 に対 す る感 覚 を
養 う。

で きた 二等辺 三角形 を整
理 して概 念 を広 げ、 図形
に対 す る感 覚 を養 う。

対象児童 全 員(全 員 が コー ス1と 、 コ ー ス2ま た は コー ス3を 選 択 す る)

一斉(TT)

(概 念 形 成)

　鵬欝
聯
学

一一斉(TT)

(し き っ め)

興 味関心別
課題 選択
学年3分 割
(率甫ゴ己・発展
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〉
名
の

2
元
元

例
単
単

事く
1
2

3単 元の評価規準

4本 単元における補充的な学習 と発展的な学習

5指 導の実 際
(D補 充的 な学習 と発 展的 な学 習の指 導計 画への位 置付 け

ユ組(2組)

1
Il

組 2 組

lI

1組(2糸ID

本 時
繊 …iill漁 ・灘`
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点
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ら 、 後 者 を扱 う とい う

、 三 角 形 の 弁 別 や 作 図

同 な 図形 の 作 図」が 可能 とな っ た。

等辺 三角形 とiE三 角形 にっ いて の知識 と技能 にっいて の定着 が重
らい をそれ ぞれ 持つ2種 類 の補 充的 な学 習を用意す る。
確 か にす る コー スは2コ ー ス あ るが 、 これ にっ いて は、 どち らを
技 能 につい て確 か にす る コー スは必ず 選択 させ る よ うに した。

に 「合 同 な 図形 の 作 図 」 に つ い て は 、 「合 同 」 の 定 義 を 学 ん で い
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1～4時
・い ろい ろな三角

形 の弁別
・=二等辺 三角形 と

正 三角形 の概念
・二等辺 三角形 と

正 三角形 の作 図

5時
・二 等 辺 三角 形 や

正 三 角 形 の しき
っ め
・コー ス 選 択

習
習
学
学
な
な

時
的

的

7
充
展

・
補

発

6

・

・

て

二
ね

て

、て
特

夫

容

酬
で
習
を

6

い

、
の
い
し

い

・

、
つ
は

こ

つ
に

つ
内

撫
灘
織鎌

}

定
も

に

要

選

ー
①

②

③

⑫



熱
祭
鶴
開
・

髄
鱗

磐

姻購

鱒

程
を

、

過
て
と

く
全
動

'

い
で
活
た

で
こ
る
し

ん
そ
す
に

か

D図
う

つ
る
作
よ

を
あ

に
る

味

が

々
き

意

要
個

で

の
必
が
が

ー
う
童
と

じ
扱
児

こ

同
に

、る

も
切
え
れ

さ
大
考

図

き
を
と
が

大
程

る
解

も
過
な
現

形
く
く
も

「

、
し
こ

し

　

菖
礫

た
日
応

の

婦
識

ぼ

で
ー

へ
し

琶
劃

々
返

学
長
個

り

ω

唱つ一」かを形角三じ同も
子
さ
様
き
の
大
動
も
活
形
の

察
童

1

考
児

ス

ー

[

6
q

コ

角

、し

で

、表
他

工

が
明

騎
蟻
礫
敷

麓
臨

む

長
5
に
3
た
さ
な
き
た
を
手
に

の
を
確

nけ
理
見
か
し
葉
に
か

辺
度
旺
た
か
整
を

の
夫
言
り
ら

①

②

欝
　

雛
醜

溜
舶

く
①

②

欝
総
襟
蕊

る
せ
理
力
寸

の
箇
く
た

に
う

測
わ
整
は
知
形
る

て
い
合

よ

所
合
く

で
に
な
測

つ
付
場
え

カ
み
な
所
と
別

、わ
気

の
考

2
組
ち
カ
こ
特
は
変

に
形
も

①

②

は

、
こ

二
所

、と

は
も

い

る

し

い

、
ケ
病
形

で
か

て

灘
籔
雛

児
測
考

で
付
形
角
か
で
の
所

い

の
所
と
所
気
角
三
ば
形
形
箇
な

展
力
だ
か
に
三
辺
れ
角
し
る
れ

白

発

2
ず

2
と
正
等
測
四
ひ
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①
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コース2折 り紙 を使 って二等 辺三角 形 を作 ろ う

形
角
る

ん

△

の

煕艦

鍼

↓
押
△

蕊

の
カ
が
同
く
く
形

童
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児
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も
さ
気
を
長

雛

繭
△
尉

く
①

②

③

① 拡 大 ・縮 小 の 考 え
に つ な が る見 方 を
した 。 角 度 の 相 等
に つ い て 重 ね て確
か めていた。
② 二辺 の長 さを決 め
てお けば 、 い く ら

で も作 れ る と考 え
てい た。

③ 自ら課題 を発 展させ
た。

徒
難
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△
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藷

轟
を

童
角
作

の
劇

・
二
か

6

児
直

み
も

の
後

・う
た

の
は
の
い
も
た

て
ど

め

充
め
形
長
い

っ
っ
か
か

補
初
角
細
た
作
折
形
確

く
①

②

① 周 りの児童 の活
動や 作品 を見て 、
一二等 辺三角 形の

概念 を広 げた.

② 「本 当に二等辺
三角 万多?」 と問

われ 、考 えて、
折 って調べ た。
性質 につい ての
理解 の補充ができ
九

コー ス3円 周上 の点 を結 んで二 等辺三 角形 を作 ろ う

酬
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/
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角
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正
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②

(2)児 童 の学習状 況 と本 学 習にお け る指 導 の]二夫 につい て
同一 の学 習課題 に対 して 、補 充的 な学 習 が必 要 な児童 に とって のね らい と、発展 的 な学習
が必要 な児童 に とって のね らい とを 、それ ぞれ 明確 に した。 そ して、前 時 まで の各児童 の学

習状況 を把握 し、教 師 は各児 童 のね らい を確 か にも って指導 に 当た ったた め、 ね らい が達成
で きたt,
また 、 コース1が 合 同な 図形 の作 図で あったた め、 コー ス2や3に 合 同な図形 の視 点 を生
かす 児 童が 現れ た。 例 えば コー ス3の 学 習 では、 同 じ二等辺 三角 形 をかか ない よ うに 、予 め
整理 しなが ら描 く児 重 が見受 け られ た。 学習 の順 序 につ い て も考慮す る必要 性 を改め て感 じ
た。
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3.本 時の展 開 (●指導上の留意点 ◇評価 ・児童の反応)

コー ス1形 も大きさも同じ三角形 をかこう

ね らい(補 充)形 も大き さも同 じ三角形がかける。

(発展)合 同条件に気付 く。

コ ー ス2折 り紙を使 って二

(補充)二 等辺三角形の定義や性質

(発展)二 等辺三角形の概念 を広

1.話 し合 いな が ら見 通 しを持 ち、課 題 をつ かむ。

形 も大きさも同 じ三角形 をかきましょう。

●三角形 の要素を確認 し、それぞれに名前 を付 ける。

2.ど の要素を使えば形 も大き さも同じ三角形 がかけるか考える。

●一人一人の発表 を整理 し、 どの要素を使お うとしたかが分 かる

ような表を板 書してい く,

●まず 、か いて みて、 どの要素 に着 目 した らよいか 考 え させ る。

//＼ 衡乞鍬繕 撫∠ ニ ー憂鑑 長,
が必 要だ よ。

3.形 も大き さも同じ三角形をか く。(「同 じ」の意昧 を確認する)

下の辺 をかいて

∠ 左の角 と左の辺

をかけばいいよ。 ∠∠__=＼

◇形 も大 きさも同じ三角形がかける。

下の辺 と

左の角 と右の

角を使 えばい
いよ。

4.3つ の要素 を使 えば、いつで も形 も大 きさも同 じ三角形がか

けるか どうか考える。

● 「3つ の角」や 「下の辺 と左の辺の長 さと右 の角」を使 って

かけるかを問い、3要 素が分かって もかけない ときがあること

に気付かせ る。

3っ の角 を使 うと、 い ろい ろな

大 き さの三 角形 がか け る よ。

三 角形 が2つ

で きて しま うよ,、

・正 三角 形 な ら コンパ ス を使 って、一 辺 の長 さだ けでか け る。
・二等辺 三角 形 は二辺 の長 さで か ける

。

◇作 図の手順 を考えるこ とを通 して、合同条件があるこ とに気付

く。

5.ま とめ
・形 も大 き さ も同 じ三角形 は、3つ の要素 でか け る。
・四角 形 は ど うか とい う問題 意 識 を もたせ る,

6.学 習 を振 り返 り、学習感 想 を書 く。

1.課 題 をっ かみ、見通 しを持つ 。

折 り紙を折っていろいろな二等

辺三角形を作 ろう。

●既習の二等辺三角形の定義や

性質を想起 させる.

2.自 力解決 をする。

●折った ら、それが二等辺三角形

であるか、確かめさせ る。

●長机な ど、多人数で活動できる

場所 を設定 し、友達 と作業が見

合えるようにする.

●作った ものは記名 して、順次掲

示 させる。

●直角三角形のみ作る児童には、

●掲示す るときに、同じ形、似た

掲示す るようにさせ る。

◇定義や性質 をもとに、二等辺三

3.企 体 で検討 す るn

■作 り方 、折 り目、角 の大 き さ等

に 国を 向け させ る よ うにす る。

・まん中に折 り目があるのが多い。
・始めに対角線や二等分線 で折れ

ば、後は左右同 じように折 って

いけば 二等辺三角形ができる。

・ふ つ う
、平 べ った い 、細 長 い等 、

・同じ形で大きさが違 うものがた

・もっと平べったい二等辺三角形

・もっと大 きな折 り紙で作った ら

◇できた二等辺三角形について

4.ま とめ

定義や 性 質 を使 って、 折 り紙 か

こ とが でき ま した ね。 今 日の学
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等辺三角形を作ろ う

の理解を確かなものにする。

げ、図形に対す る感覚を養 う.

コー ス3円 周上の点 を結んで二等辺三角形を作ろ う

(補)二 等辺三角形 の定義や ト生質の理解 を確かなものにす る

(発)二 等辺三角形 の概念を広げた り、図形に対す る感覚 を養 う

●いろい ろな二等辺三角形 を

掲示す る。

主聡反応例

①対角線で1回 折

り、直角二等辺

三角形を作る.

さらに小 さく

折っていく。

①
'
、;.

＼1/
"(

、

、
、

②③④二等辺三角形の頂角の二等

分線に当る部分 を折って作 り、こ

れ をもとに斜辺 を作る。

② ③ ④

篤 ぐ 、、

臆▽
、 、 》!

、x!y

、〆 、/、

骨 、/
、、 こ 殉_/
＼ 、Y、

マ 、1
、＼馬
'ミ
1

,/＼
/

いろいろ作 るよう助言す る。

形 とい う観点で分類 させ なが ら

角 形 を折 る。

いろいろな三角形ができる

くさん でき る。

や細 長 いの を作 って みた い。

どうな るだ ろ う.

気付 きを持 っ。

らい ろいろな二等辺三角形 を作る

習の感想を書きま しょう。

1.課 題 をつか み 、見通 しを もつ 。

円の上に同じ間隔で うたれた点

を使 って二等辺三角形をかきま し

よつ。

何 通 りか け るで し ょうか。

●既習の二等辺三角形の定義や性質を想起 させ る。

2.自 力解 決 をす る。
・3つ の点 を使 う

◎
・正三角形も入れて5通 り ・2辺 の 長 さが 違 う

馨 ◎
●正 しい二等辺三角形 がかけていない場合は、二辺の長さが等 し
いか確かめさせるようにする。

●同じ二等辺三角形 をかいている場合には、何通 りになるか整理

させ ることで、重な りを見っけさせる。

■できた 二等辺三角形 を見て、気付 くことを探 させ る.

◇ 円周上の3つ の点 を結んで、二等辺三朔形をか く。

3.全 体で検 討す る。
・回 して重 ね る と重 な るか ら、 同 じ二 等辺 三角形 が ある.
・これ は三 辺 が等 しい か ら二等 辺 三角形 で はな い。
・「二辺が等 しい」と言 って い て 「二辺 だ け」とは言 って いな い。
・み んな で5通 りの二等辺 三角 形 がか け る。
・巾心 を使 うと ・4っ の点 を使 うと

た くさんか け る こ うな る。
一●一一-■ 一

◎ ◎

・円上 の点 を多 くす る と

もっ とた く さんか け る。

・垂線 をい れ る と ・円を小 さ くした り、大 き く した りす る と、

分 か りや すい、 大 き さの違 う二等 辺三 角形 がか け る。
℃

恐
ノ

◇二等辺三角形 と正三角形の関係や 、

条件 を変 えることで もっといろいろ

な二等辺三角形がかけることに気付

く。

4.ま とめ

定義を基に、いろいろな三角形をか くことができましたね。
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皿 研 究 の 成 果 と 課 題

(1)工 夫 した 学 習 課題 の設 定

補 充 的 な学 習 を行 う児 童 は 、算 数 に対 して苦 手意 識 や 不 安 を も って い る場 合 が あ る。 そ

こ で 、今 ま で とは 異 な る場 面 で学 習 し直 した り、児 童 の 意欲 を 喚起 す る よ うな課題 を設 定

した りす る な どの 工夫 が必 要 で あ る。 単 な る繰 り返 しにな ら ない よ うに 配慮 した い.

発 展 的 な 学習 は 、学 ん で き た学 習 の 内容 と密 接 に関 連 す る教 材 や 間 題 を設 定 す る必 要 が

あ る。 そ して 、 これ にっ いて も 、子 ども 自 らが=[夫 した り発 展 させ た りす る学 習 とす る こ

とが 大 切 で あ る。

「第4学 年 三 角 形 」 では 、補 充 的 な学 習、 発 展 的 な学 習 とも に 同一 の 学 習 課題 で あ る

が 、 共 に そ のね らい を達 成 で き た。 ね らい を 明確 に した学 習 課 題 と したた めで あ る。 補 充

的 な 学習 で は 、単 元 の重 要 な ね らい に 考慮 し、 知 識面 の ね らい を持 っ 課題 と技 能 面 の ね ら

い を持 っ 課 題 の双 方 を用 意 した。 そ して 、発 展 的 な学 習 では 、 二等 辺 三 角 形 や 正 三 角 形 の

概 念 を広 げ る と ともに 、 図形 の見 方 を 豊 か にす る こ とに価 値 が あ った.

算 数 は 内容 の 系 統性 が 明確 で あ り、全 て の 児童 が既 習 の 内容 を基 に、これ を発 展 させ て 、

新 しい 内容 を考 え 出す こ とが 重 要 で あ る。 こ の こ とか ら考 え る と、 補 充 的 な 学 習 が 必 要 な

児童 に は 、発 展 的 な学 習 の課 題 に取 組 む こ とを通 して 、基 礎 ・基 本 を確 実 に 身 に付 け させ

る と と もに 、 よ り進 ん だ 内容 に触 れ させ る こ とが で きれ ばな お 良い と考 え る.今 後 、 本事

例 の よ うな 同一 の ね らい を持 つ学 習 課題 の 開発 を、 一 層 進 め て い きた い.

「第6学 年 分 数 の か け算(2)」 で は 、 発 展 的 な 学 習 の 課題 に 、 帯分 数 の か け算 を取 り上

げ た。 よ り多 様 な数 の見 方 や 計 算 の き ま りを活 用 し、 児 童 の 意 欲 や 自ら考 え るカ を養 う教

材 と して の価 値 が あっ た。

(2)対 象 児 童 の 明確 化

補 充的 な学 習 と発 展 的 な学 習 の刻 象 とな る児 童 を明 確 にす る こ とが 重 要 で あ る。 そ れ に

は 、教 師 が判 断 す る方 法 と児 竜 自身 が判 断 す る方 法 とが あ る。 また 、 テ ス トに よ る場 合 と

観 察 に よ る場 合 も あ る。 いず れ の場 合 も 、児 童 の学 習 状 況 を的 確 に把握 し、 これ に応 じた

指導 を進 め る こ とが 重 要で あ る。

「第4学 年 三 角形 」で は、教 師 が 知識 理解 と表現 処 理 の観 点 か ら評 価 し、これ を基 に 、

それ ぞれ の 児 童 へ の指 導 を行 った 、

「第6学 年 分 数 の か け 算(2)」 で は 、 発 展 的 な学 習 は 、 学 習 速 度 の 速 い コー ス の 単 元

末 に位 置 付 けた た め、 こ の コー ス を選 択 す る児 童 が 対 象 とな る、、 した が っ て 、 コー ス 選択

のた めの テ ス トに よっ て、 こ の コー ス を選 択 した 児 童 が対 象 とな っ た。

コー ス 選択 の た め のテ ス トの作 成 に 当 た って は 、本単 元 の指 導 内容 の重 要 事 項 を考 慮 し、

テ ス ト内容 の重 点 化 を図 り、 問題 数 も最 小 限に した.こ の こ と に よ り、児 童 は 、本 単 元 の

学習 を進 め る際 のB標 を し っか り と持 っ とと も に、 そ のR標 達 成 の た めに 自分 にふ さわ し

い コー ス を選 択 す るこ とが で きた 。

(3)指 導 計 画 へ の位 置 付 け

補 充 的 な 学 習 、発 展 的 な 学 習 は 、 そ れ ぞ れ 取 り扱 う時期 を 検 討 す る必 要 が あ る。1単 位

時 問 の終 末 、 単元 の途 中、 単 元 の 終 末 な どが 考 え られ る。 本 事例 で は 時 間数 が比i咬的 少 な

い単 元 で も あ り、 単元 の 終 末 に位 置 付 けた が 、 単元 の 学 習 内容 に応 じて 考慮 す る必 要 が あ

る。 今 後 は指 導 時数 に も配 慮 して 、 単元 別 に これ を 明確 にす る こ とが 課 題 で あ る。

また 、 補 充 的 な 学 習 、発 展 的 な 学 習 は、 順元 の 学 習 目標 の 実 現 状 況 に応 じ.て指 導 をす る

た め、 児 竜の 理 解 や 習 熟 の程 度 に よ る少 人数 学 習集 団 の編 成 が 基 本 とな る。 そ こで 単 元 を

通 して 、コー ス別 学 習 を行 っ て い る 、い な い に か か わ らず 、これ らの学 習 に取組 む 直 前 に、

学 習 集 団 を編 成 す るこ とが 望 ま しい とい え るn「 第4学 年 三 角 形 」 が そ うで あ る。

「第6学 年 分 数 の か け算(2)」 は単 元 を 通 して 、 学 習 に 遅 れ が ち な児 童 の た め に じっ

く り学 習 す る コー ス な ど、 学 習速 度 に違 い の あ る3つ の コー ス を設 定 した。 発 展lil勺な 学習

は 、 学 習 速度 の 速 い コー ス の 終末 に位 置 付 けた.全 体 の指 導 時数 に変 更 もな く、 この位 鴛

付 け方 は 有効 で あ る。 しか し、 学 習 速度 の 速 い コー ス で学 ん だ全 て の児 竜 に とって 、本 学

習 を 行 うこ とが適 切で ない 場 合 も あ るた め、 そ の こ とへ の配 慮 も必 要 で あ る。
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